
次期、あわら市長選挙に立候補しようと決意しています。 

何をしたいかの概要を以下にまとめます。 

皆様のご理解とご支援をよろしくお願い致します。 

 

中川智和あわら市長立候補表明及び、あわら市政策実行順序 

平成 29 年 12 月 19 日（火） 

加納病院 院長 

中川 智和 

 

① まずすべき事（最初の 4 年間） 

 

＜立法行政改革＞ 

行政の合理化 

 坂井市との合併（ex. 坂井市金津町） 

 教育委員会の市編入 

 上下水道局の民営化 

立法の適正化 

 平日夜間（19 時 30 分から）と日祭日の議会開催 

 区の互助会組織の徹底（政治的役割の消極化） 

  

＜教育＞ 

教育環境の適正化 

 小学校の合併 

 小学校を新金津、新芦原、（新）北潟の３校に合併 

 2km 以上の生徒には全戸スクールバス 

 学費（4 歳以下）の無料化 

 

＜農業＞ 

田畑の統合とあわら市全体の株式会社組織の設立 

 田畑を面積により株制にして借り受け配当する 

 会社事務所は、統廃合した小中学校 

  

＜交通＞ 

交通の充実 

 デマンドの代わりに、７５歳以上の市内タクシー無料化 

 JR 芦原温泉駅とえちぜん鉄道番田駅間のダックツアー 



  

＜観光＞ 

芦原温泉駅新幹線開業時に駅にショッピングセンター、レストラン、映画館 

竹田川屋形船・屋台・花火祭の開催（屋形船による水路） 

 

―――――｛以上経費の概算｝―――――――――――― 

削減経費 

 ＜立法行政＞ 上下水道民営化 －3 億万円 

 ＜教育＞   小学校統廃合 －3 億 500 万円 

  → 合計 約 6 億 500 万円 

必要経費 

＜教育＞ 

  4 歳以下の学費無料 2 億 4000 万円 

 ＜交通＞ 

65 歳以上タクシー無料化 2000 万円 

  ダックツアー 3000 万円 

新幹線駅改良 3 億円 

 ＜観光＞ 

屋形船 1400 万円 

  → 合計 約 6 億 400 万円 

―――――――――――――――――――――――――― 

 

② 次にすべき事（5 年目以降） 

＜立法行政改革＞ 

嶺北市の実現（市と国の 2 段階（県の廃止）） 

 坂井市、福井市、永平寺町、勝山市、大野市との合併（４７万人） 

 →市、広域連合、県、国の一部等の役所を市に統合 

  

＜教育＞ 

  高校、大学の学費無料化 

 

＜農業＞ 

  あわら市農業会社の完全民営化 

 

＜交通＞ 

JR 芦原温泉駅から越前鉄道番田駅までの越前鉄道造設 



  

＜観光＞ 

北潟の開発 

 福井大学誘致？ リゾート誘致？ 

嶺北全体との観光協力 

 鉄道、水路を利用した観光エリア構築 


